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第一部 環 境 

第二部 産 業 

第三部 健康福祉 

第四部 市民活動 

第五部 生涯学習 

第六部 都市基盤 

第七部 防災・防犯・危機管理 

 

 



 

38 

 

 

 

 

  



 

39 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一章 手賀沼をはじめとする自然環境の保全・再生・活用 

第二章 環境にやさしいくらしの実現 
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多様な主体による広域的な手賀沼の浄化・再生への取り組み 11101 手賀沼課 

手賀沼に流れ込む汚濁物質の削減 11102 手賀沼課 

 

 

 

 

 

手賀沼とその周辺の自然の一体的保全 11201 公園緑地課 

手賀沼の魅力を高める環境整備 11202 手賀沼課 

手賀沼の魅力をいかしたソフト事業の展開 11203 手賀沼課 

 

 

 

 

 

自然環境を保全・活用する事業の推進 11301 公園緑地課 

市民や団体の活動への支援 11302 手賀沼課 

外来生物の影響抑制による在来種の多様性保全 11303 手賀沼課 

 

 

 

 

 

市街地における緑化の推進 11401 公園緑地課 

 

第一節 手賀沼の浄化・再生 主たる担当課 

第二節 手賀沼の魅力化 

第三節 自然の一体的保全・活用 

第四節 くらしの中の自然の育成 
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◆我孫子市のシンボル的な存在である手賀沼は、昭和４０年頃から始まった手賀沼流域での急速な都市

化に伴う生活排水の流入により、急激に水質汚濁が進行しました。その結果、昭和４９年度から平成

１２年度までの２７年間にわたって湖沼水質汚濁ワースト１を続けてきました。 

◆これまで市では、手賀沼の浄化・再生に向けて下水道の整備や高度処理型合併処理浄化槽の普及、手

賀沼船上見学をはじめとした浄化啓発事業、環境学習などに積極的に取り組んできました。また、千

葉県や手賀沼流域自治体、市民公益団体などとともに手賀沼水環境保全協議会を設置し、連携した取

り組みを進めています。一方、市民も石けん利用の推進活動をはじめ、美しい手賀沼を愛する市民の

連合会やクリーン手賀沼推進協議会による活動など広域的な取り組みを進めています。さらに、県で

はヘドロの浚渫や湧水などによる水循環の回復をめざした取り組みを進めてきましたが、第５期湖沼

水質保全計画からはヘドロの浚渫に代わって、湖岸の生態環境の再生と水質浄化を図るため、植生帯

の整備を進めています。平成１２年度からは、国による北千葉導水事業が本格稼動し、水質の改善に

大きな効果をあげています。 

◆このような長年の浄化への取り組みによって、平成１３年度には湖沼水質汚濁ワースト１を返上し、

最大２８㎎／ℓ だったＣＯＤの年平均値は、平成２６年度に７．６㎎／ℓ まで改善しています。手

賀沼の悪臭の原因となっていたアオコも回収を必要とするほどの発生は見られず、手賀沼湖畔には、

美しい風景を楽しむたくさんの人々が集まり、憩いの場としてかけがえのない財産となっています。 

◆このように手賀沼の水質は改善されてきましたが、いまだ国の定める環境基準の５．０㎎／ℓを大き

く上回っている状況です。さらなる手賀沼の浄化のためには、今後も北千葉導水事業による安定的な

浄化用水の確保とその運用改善を図っていくとともに、手賀沼に流れ込む汚濁負荷を効果的に削減す

るための取り組みが欠かせません。 

◆ヘドロの浚渫は、放射性物質を含む底泥の運搬・処分方法等が確立されていないことから、現状での

再開は困難な状況ですが、今後も、放射性物質の動態解明や実効性の高い除染技術等の情報収集に努

めていくとともに、近隣市や大学をはじめとした専門機関との連携をとりながら対応していく必要が

あります。 

◆また、手賀沼の豊かな生態系の復活につなげるため、水生植物の再生への取り組みや手賀沼周辺の自

然環境を保全していくことが重要です。さらに、手賀沼右岸に広がるハス群落の拡大により、植生分

布が変化する可能性があることから、その拡大防止と適正な管理が重要です。そのため、市民、事業

者、行政が連携し、広域的な取り組みを引き続き進めていく必要があります。 
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目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○多様な主体による広域的な手賀沼の浄化・再生への取り組み  11101 

手賀沼の浄化・再生を図り、かつての豊かな生態系の復活につなげるため、国や県が行う北千葉導水

事業、植生帯整備などの浄化事業を促進するとともに、水質汚濁メカニズムの解明などのさらなる浄化

対策の取り組みや、植生分布の変化が懸念されるハス群落の拡大防止と適正な管理を県に働きかけます。

また、市民による手賀沼湖畔や沼内の清掃などの浄化活動や、水生植物の再生を行う市民公益活動を支

援していくとともに、手賀沼水環境保全協議会による初期雨水浄化対策などの水質浄化事業を推進しま

す。 

○手賀沼に流れ込む汚濁物質の削減             11102 

手賀沼の水質を改善するため、下水道の整備や早期接続の促進、高度処理型合併処理浄化槽の設置補

助など、生活排水に対して適正な処理を行うための取り組みを推進します。また、降雨に伴い道路や市

街地から流入する汚濁負荷の削減を図るため、国に対し負荷対策に関する調査研究の推進と効果的な対

策の促進を働きかけていくとともに、市街地の路面や道路側溝の清掃、環境保全型農業の推進などをよ

り積極的に進めていきます。 

 

    【11101】国、県、自治体、市民の多様な主体による浄化活動が展開されている。 

    【11102】手賀沼に流入する生活系・自然系ＣＯＤ排出汚濁負荷量が削減されている。 

 

第７期手賀沼に係る湖沼水質保全計画の達成率 
（平成28年度50％、29年度60％、30年度70％、

31年度 80％、32年度 90％の目標値に対する
達成率） 

11101 

― 100％ 

手賀沼のＣＯＤ年平均値の目標達成率 
（目標値 5.0mg／ℓに対しての達成率） 

11102 
65.7％ 70％ 

 

松戸市

4.7%

柏市

54.2%

流山市

4.9%

我孫子市

8.9%

鎌ケ谷市

11.4%

白井市

5.3%

印西市

8.6%

湖面

2.1%

■手賀沼流域の市別ＣＯＤ排出汚濁負荷割合 

生活系

25.0%

自然系

69.7%

産業系

5.3%

■手賀沼の発生源別ＣＯＤ排出汚濁負荷割合 
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●手賀沼は我孫子市のシンボル的な存在であり、手賀沼の魅力アップは交流人口の増加やまちの活性化

につながり、今後のまちづくりに欠かせない貴重な財産となっています。そのため、水質浄化への取

り組みとともに、その活用のあり方が我孫子市の魅力を大きく左右すると考えられます。 

●これまで、市では、手賀沼沿い斜面林保全条例に基づく斜面林をはじめとする緑地の保存、農地・谷

津の保全、手賀沼公園や遊歩道の再整備、ふれあいキャンプ場や水生植物園の充実などの事業を実施

してきました。また、柏市と共同で「手賀沼を生かしたまちづくり事業」に取り組み、手賀マップの

作成、手賀沼周遊レンタサイクルなどを進めてきました。さらに、多様な主体と連携しながら、ジャ

パンバードフェスティバル、Ｅｎｊｏｙ手賀沼！、手賀沼花火大会、手賀沼エコマラソンなど手賀沼

の魅力を高めるさまざまなイベントを展開してきました。 

●また、市では、手賀沼周辺の良好な景観を創出するため、手賀沼周辺を景観条例に基づく「手賀沼ふ

れあいライン特定地区」に定め、さらに、千葉県屋外広告物条例で「景観保全型広告整備地区」に指

定し、建築物や屋外広告物について、自然景観に配慮した規制・誘導を行っています。平成２１年度

からは、手賀沼文化拠点整備計画に基づき、手賀沼の水辺など我孫子ならではの自然環境、手賀沼周

辺に点在する歴史的・文化的遺産や公共施設などのネットワーク化に向けた事業を進めています。さ

らに、平成２３年に、我孫子市・柏市・印西市などで構成する「手賀沼・手賀川活用推進協議会」を

設立し、手賀沼から手賀川にかけての自然環境の連続性や我孫子流山自転車道などの既存資源をいか

した、手賀沼のさらなる魅力向上に広域的に取り組んでいます。 

●手賀沼の活用を一層進め、その魅力を高めるためには、手賀沼とその周辺の自然の一体的な保全・再

生を進めるとともに、周辺の歩道や公共サインの整備、手賀沼への交通アクセスの向上を図っていく

必要があります。また、手賀沼親水広場、鳥の博物館、高野山桃山公園、アビスタ、手賀沼公園など

の公共施設や手賀沼周辺の歴史的・文化的遺産をネットワーク化するとともに、各施設の利用者数の

増加につながるなど相乗効果を生み出す取り組みや、手賀川との自然環境の連続性などをいかした広

域的な取り組みも必要です。さらに、多くの人に手賀沼の魅力に気づいてもらえるよう、さまざまな

イベントを実施するとともに、広報や市ウェブサイト、ＳＮＳ、パンフレットなどの活用やパブリシ

ティ活動の強化により、市内外へ広く情報発信していく必要があります。 
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目標 

○手賀沼とその周辺の自然の一体的保全           11201 

手賀沼の魅力を高め、良好な手賀沼の自然環境を維持するため、手賀沼沿いの斜面林や水辺などの周

辺の自然環境と水田・畑などの周辺の農地が一体となった手賀沼本来の豊かな自然環境を保全していき

ます。 

○手賀沼の魅力を高める環境整備              11202 

手賀沼に多くの人に訪れてもらうため、周辺の歩道や公共サインなどを整備するとともに、交通アク

セスの向上を図ります。また、手賀沼に親しめる交流拠点としての活用が期待される手賀沼親水広場、

鳥の博物館、高野山桃山公園、アビスタ、手賀沼公園などの公共施設や手賀沼周辺の歴史的・文化的遺

産をネットワーク化するとともに、それぞれの施設利用者数の増加など相乗効果を生み出す取り組みを

進めます。さらに、手賀川との自然環境の連続性などをいかした広域的な取り組みを進め、魅力的な交

流空間をつくります。 

○手賀沼の魅力をいかしたソフト事業の展開         11203 

多くの人が手賀沼の魅力に気づき、その価値を認識してもらえるように、ジャパンバードフェスティ

バルやＥｎｊｏｙ手賀沼！、手賀沼花火大会などの手賀沼にかかわるイベントや手賀沼周辺の自然観察

会、農業体験などを引き続き実施します。また、広報や市ウェブサイト、ＳＮＳ、パンフレットなどの

活用やパブリシティ活動の強化により、市内外へ広く情報発信し、手賀沼の魅力にふれあう機会を充実

します。 

 

【11201】手賀沼とその周辺の自然環境が保全されている。 

【11202】手賀沼に親しめる交流拠点などが魅力的な交流空間になっている。 

【11203】市内外の人々が手賀沼の魅力にふれあう機会が充実している。 

 

手賀沼沿い斜面林保全条例による指定・取得面積 
11201 

5.4ha 7.0ha 

手賀沼沿いの交流空間となる施設の入場者数 
（手賀沼親水広場、鳥の博物館、旧村川別荘・白
樺文学館・アビスタの合計） 

11202 

181,584 人 454,000 人 

ジャパンバードフェスティバルの参加者数 
11203 

27,000 人 40,000 人 

ジャパンバードフェスティバルの出展件数 
11203 

150 件 170 件 
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●我孫子市は、手賀沼や古利根沼、利根川など豊かな水辺と、低地部に広がる農地や谷津、市街地を縁

取る斜面林や市民の身近にある社寺林、屋敷林、住宅等の緑などの、多様な自然環境があります。こ

うした自然環境のネットワークは、市民にうるおいややすらぎを与えてくれるとともに、鳥をはじめ

とする生物の生息空間となっています。 

●斜面林や緑地、谷津などの自然は、そのほとんどが人の手が加えられた自然であることから、人の手

が加えられなくなれば荒廃していくおそれがあります。このため、谷津ミュージアムの会やみどりの

ボランティアなど、市民との協働による自然環境の保全と再生に向けた維持管理が行われています。 

●これまで、市内に残る良好な緑地や景観上も重要な手賀沼沿いの斜面林などを、手賀沼沿い斜面林保

全条例等に基づいて指定し、保全を図ってきました。また、古利根沼の取得にあたっては、費用の一

部にオオバンあびこ市民債を発行し、その保全のために市民と協力して取り組みました。さらに、布

佐市民の森周辺では、毎年、市民の企画・運営による野外美術展が行われており、自然に新たな価値

を見出す活動も行われています。 

●今後も、手賀沼や古利根沼、利根川などの水辺や農地、斜面林、谷津、社寺林、屋敷林など豊かな自

然環境を構造的に保全・活用していくため、谷津ミュージアムや古利根沼周辺保全などの事業を確実

に推進していくとともに、市民や団体が行う自主的な環境保全活動への支援を積極的に進めることが

必要です。また、「手賀沼沿い斜面林保全条例」と「緑地等の保全及び緑化の推進に関する条例」に

基づく指定緑地制度の活用や、生産者が農業を続けられる環境づくり、特に重要な自然環境を保全す

るために必要な財源となる緑の基金などの充実が必要です。 

●さらに、生態系への影響や農業などへの被害を防止するため、外来生物の影響を抑制し、在来種を保

全することが求められています。特に、平成１９年頃に手賀沼湖畔での生息が確認されたナガエツル

ノゲイトウについては、繁殖力が極めて強いため、早急な対応が必要です。 
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目標 

○自然環境を保全・活用する事業の推進           11301 

多くの市民が自然にふれあい、憩うことができるよう、市民との連携により谷津ミュージアムや古利

根沼周辺の保全などの核となる事業を推進します。また、くらしの中で自然が感じられるよう、「手賀

沼沿い斜面林保全条例」と「緑地等保全及び緑地の推進に関する条例」に基づく指定やその維持管理に

対する助成などにより、緑地や斜面林、社寺林、屋敷林などの身近な緑の保全を進めます。 

○市民や団体の活動への支援                11302 

市民の自主的な環境保全活動が広がるよう、活動機会の創出と情報提供など支援内容の充実を図ると

ともに、さまざまな団体が相互に連携・協力できるよう支援していきます。 

○外来生物の影響抑制による在来種の多様性保全       11303 

生態系への影響や農業などへの被害を防止するため、外来生物の生息実態の把握、防除や適正な管理

を行うとともに、生態系へ及ぼす悪影響について広く啓発し、生態系のかく乱につながるような在来種

の乱獲と新たな外来生物の移入を防止します。 

 

 

【11301】豊かな自然環境を保全・活用する事業が推進されている。 

【11302】市民や団体による自主的な環境保全活動が広がっている。 

【11303】外来生物の移入が防止されている。 

 

緑の確保量 
（都市公園、指定緑地、農用地区域、自然公園特
別区域などの面積） 

11301 

1610.72ha 
（27 年度） 

1,600ha 以上を維持 

市民による環境保全活動の年間延べ人数 
（手賀沼清掃参加者、環境レンジャー活動参加人
数、みどりのボランティア、古利根沼水辺清掃参
加者の合計） 

11302 

1,024 人 1,200 人 

市内で生育・生息している特定外来種の確認数
（種） 

11303 
12 種 12 種 
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●市街地内の緑は、くらしにうるおいとやすらぎを与えてくれます。また、生物の生息空間として、都

市の中で貴重な役割を果たしています。既存集落の緑などは比較的残っているものの、宅地化の進展

により市街地内の緑は減少しています。 

●大規模な開発行為や区画整理事業が行われた区域では、公園や緑地が適正に配置され、街路樹などの

緑化も図られています。しかし、小規模な開発では、公園や緑地を設置する義務がないことから、緑

が乏しい地域も増え始めています。また、民有地で生育する高木の減少に歯止めがかかっていません。 

●そのため、市では、緑地等の保全及び緑化の推進に関する条例に基づき、緑地を指定し保全を図ると

ともに、住宅地や事業所の緑化を進めるため、開発行為に関する条例などに基づき、緑化の指導を行

ってきました。また、地域ぐるみで一体的な緑化を図ることを目的に地区計画や緑地協定などの締結

を進めてきました。さらに、市民の緑化への取り組みを促進するため、剪定やガーデニングなど緑に

関する講習会などを開催するとともに、学校や公園、駅前ロータリーでの花壇づくりなど、公共公益

施設における緑化を進めています。 

●今後も、身近な緑を守り育て、くらしの中で自然が感じられるよう、宅地内における緑の創出や保全

が求められています。また、市民、事業者、市が一体となって公共施設、公共空間などの緑化を図り、

緑豊かなまちづくりを進めていくことが必要です。 
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目標 

○市街地における緑化の推進                11401 

緑豊かな都市空間を創出するため、市民、事業者の主体的な活動に対する支援や、公共施設など公共

空間での緑化に積極的に取り組みます。また、地区計画や緑地協定などの制度を活用して、地域ぐるみ

で一体的な緑化を進めます。 

 

【11401】地域ぐるみで一体的な緑化が進められている。 

 

 

緑地協定締結累計件数 
11401 

7 件 10 件 

緑の講習会受講者数 
（現況値は、園芸教室、剪定講習、ガーデニング
講習の合計受講者数） 

11401 

178 人 250 人 

公共公益空間での市民による緑化の取り組み件
数 
（公園や駅前ロータリー、街路樹ますの花壇づく
りなど） 

11401 

37 件 45 件 

 

 




